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骨粗慈症は fねたきり」の一因であ与，高齢者の QOL(Quality of life) を抵下させる大

きな要因である。高齢社会を迎えたわが国にとって，骨組緊症を予訪することは重要な現代的

課題である。

ヒトの一生において，骨密度が増加するのは成長期だけである。骨密度は計灘部位，計測方

法により差が見られるものの 四歳代後半にはほぼピークに達すると言われているト4)。従

ってこの時期に可誌な譲り骨密度を高めること辻 高齢期に訪れる骨量減少の影響を少なく

し，骨粗繋症の予訪になるといえよう o 10歳代の身体の急速な成長と長好な最大骨量を得る

ためには，その基盤として幼児・学童期における発育に応じた骨量の成長がきわめて重要であ

り，またライフスタイル，特に日々の食生活や身体活動などが考嘉されなければいけない。

しかしながら，幼克・学童期の子供達を対象とした骨密度に関する報告やライフスタイルと

の関連を検討した報告は少ない1)，←810 

骨量測定法の中でも現在広く利用され X線被曝がないなどの利点を持つ超音波法による

骨密度の溺定は，幼児では足サイズが小さく，撞骨中心部への超音波パルス透過が困難のた

め，国内外における研究報告辻今Bまで晃受けられないc ところが平或 9年吾響整合剤であ

る水を用いた Lunar社の Achilessに測定時間短縮低年齢用補助板毘定枠の改良がなさ

れ，幼児の溺定が可能になった。そこで，本研究は，骨粗惹症予防に効果的な保龍対策の基礎

資料を得ることを目的として，幼稚匿年長児とその母親を対象に超音波法で骨密震を測定し，

得られた Stiffness指標と身体状況・食生活・生活状況との関連を検討し，若干の知見を得た

ので報告する。
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方法

1.調査対象と調査時期

灘定およびアンケート調査は 奈良事 生駒市内の私立幼誰璽 1ケ所，公立幼推璽 2ヶ所

;こ在籍する年長児 206人(男兎 87人 女児 119人)と母親 157人を対象とした。調査時期

は，平成 9年 11月下旬かち 12月上旬である。

2.測定票日と測定方法

骨密度は超音波骨量測定装置 (Achilessと同等の骨量測定能力を錆えた石JII製作所の Be-

nu討を屠いて，右腫骨に超音波を反射透過させ， ~重骨幅寸法および骨内伝播速震を測定し

た。これらから算出される腫骨の骨量(骨梁面積率)をもとに得られた 8tiffness指標 (8

値)を骨密度の指標としたむ対象見には計測部追加部品として 規定のフットスペーサを使用

した。

体指肪量，除脂肪量はタニタの TBF-102で測定した。対象児は小見用モードを使用した。

身長，体重，足サイズなどの身体計溺は，骨密度，体脂肪量灘定と同じ日に行った。

対象見の体格指数は，ケトレ一指数を，母親の体格指数は BMIを用いて算出したc

3. アンケート調査

課査内容は，出生時に関する項目，鍵康・生活習彊に関する項目，食生活状況であり，アン

ケート調査により回答を得た。アンケート用紙は，対象児が家庭に持ち婦り，母親に記入して

もらって，幼稚彊ごとに毘収したG

今屈の報告は，アンケート謂査を毘収できた 146人(男児 63入，女児 83入)について集

計・分析を行った。回収率は 92%であった。

4.統計的処理

調査結果の集計および分析はエクセルを穫用した。集計の際 14食品群摂取頻度得点は，

ごはんまたはパン，肉類，魚介類，卵，大豆・大豆製品，牛乳・乳製品，小魚，海草，緑黄色

野菜，その弛の野菜，果実，いも類，種実類，油脂類の票取状況から， I毎日金べるjを3

点， I週 3~4 @]食べるjを2点， I週 2~3 国食べる」を 1 点， I殆ど食べないjを0点として

算出した。 (42点満点)カルシウム金品群摂取頻度得点は，牛乳・乳製品，大豆・大豆製品，

小魚，海草，緑葉色野菜の摂取状況から， 14食品群摂取頻度得点と同様に算出した (15点溝

点〉。

母親と対象児の S信の関連は Pearsonの相関係数を算出して検討し，平均値の差の有意

性は， t検定または一元配置の分散分析法で検討した。
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結果および考察

1.対象者の特'性

表 1に対象克と母親の体位 .8値の平均檀標準儒差最小値最大値を示した。対象克

の身長，体重辻，男女ともに平成 9年度に報告された同年齢の全国平均信9)よりやや高いが，

近似の値であった。体格指数の判定は，男女とも「普通jであったc 女鬼は，男見に比べて体

脂訪量が少なく (pく0.01)，8 f直は高い値であった (p<O.Ol)。発育期の骨密震は，女児が男

克より高い韻向にあることは，長嶺5¥や山)116;らの報告にも見られるところで，これは，骨替

の発達が女児では男児より 1~2 年先行するという，発育・発達の性差によるものと考えられ

る。

母親の身長・体重辻，対象年齢における平成 9年衰の全国平均値9)に近い笹であったが， 8 

{車;ま，対象年齢の撞骨基準値 99.410)より抵い値であった。対象児の平均 S値は，母親の値の

81 ~84% であった。

なお今回の対象は，公立・私立高幼稚園であるため公・私のちがいで冨児の体位に差がある

かどうかを検討したところ，男克の体位は，公立の園児が怠立に比べてやや大きく，女見は逆

に私立の圏兎が公立より幾分大きい穣向が見られたが，いずれも有意な差は，認められなかっ

?こ一口

国 1に，対象児の男女別 8f重のヒストグラムを示した。男女ともに S値が 66以上 71未

満に最大ピークが見られたが，女克は， 71以上の高い指環を示す入が男児よ均も多く見うけ

られた。

表 2に，対象児の体格指数の判定問状況を示した。体格指数から見た判定が「普通jは，

男児 52.4%，女児 48.2%，í やせj は，男克 33.3% ，女児 39.8% であった。 I~~満jは，男

女あわせて 6.2%，I~I::満額向j は 6.8% 見られた。「把溝」と「把満傾向j をあわせると 13%

になるが，これは，建棄問題として，肥満に代表される生活習慣病危険因子の発現が，低年齢

化していることを端的に表わしていると思われる。肥満はそれ自体病気ではないが，幼児期の

表 1 対象者の特性

男児 (n=63) 女児 (n=83) 母親泊=146)

M::tSD MIN. MAX. M::tSD MIN. MAX. 話::tSD MIN. MAX. 

年齢〈歳) 5.7::t0.5 5 6 5.7::t0.5 5 6 35.3::t3.5 28 44 

身長 (cm) 114.1::t3.8 106.9 124.0 113.2::t4.5 101.1 124.3 158.6::!:::4.8 145.0 173.0 

体重 (kg) 20.6::t2.7 16.4 32.8 20.1::t2.8 14.2 30.0 52.2::!:::7.2 40.2 86.2 

体指肪量 (kg) 4.1::t 1.3 2.0 10.6 3.2::t 1.2 1.6 9.0** 14.1::t4.8 6.6 34.4 

絵脂肪量 (kg) 16.5::t 1.8 12.0 22.2 16.9::t 1.8 12.6 22.4 38.2::t3.2 31.4 51.8 

体格指数 15.8::t 1.4 13.6 21.8 15.6::t 1.5 13.2 21.7 20.8::t2.6 16.3 30.0 

Stiffness指標 69.3::t4.9 59.8 81.6 72.5::t6.9 59.8 88.4** 85.3土11.3 65.8 119.5 

**p<O.OI (右意差検定は男児・女児問で行なった)
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表 2 体格指数の判定問状況
n (%) 

体搭指数 判定 全体 男克 女児

15未満 やせ 54 ( 37.0) 21 ( 33.3) 33 ( 39.8) 

15以上 17未讃 普通 73 ( 50.0) 33 ( 52.4) 40 ( 48.2) 

17以上 18.5未満 肥満傾向 10 ( 6.8) 6 ( 9.5) 4 ( 4.8) 

18.5以上 n~?請 9 ( 6.2) 3 ( 4.8) 6 ( 7.2) 

合計 146 (100.0) 63 (100.0) 83 (100.0) 

えている。

場合は，成人肥満に移行しやすいため，食生活や生活習賓との関連を，詳細に検討したいと考

2.対象克の年齢階暑知体位状況

表3に対象鬼の年齢階署別体位状況を示した。年齢は，体{立溺定時の溝年齢により， 5歳と

6歳に分けた。身長発育量は 現在の身長から出生時の身長をヲiいたもの，体重発育量は，現

在の体重から，出生時の体重を ~Iいたものである。

男女とも，身長は出生時の約 2.3倍，体重は約 6.51音に達している。幼児期には，身長が出

生時の約 2f音，体重が約 5倍に成長すると言われているので，対象児は良好な成長発育をと

げているものと思われる。

男克では，身長，身長発育量，体重，体重発育量，除脂訪量に年齢差がみられ， 5歳児は 6

義克に比べて小さい値であった (p<O.05)。

F
O
 



表 3 対象児の年齢階!書部体位状況

M::tSD 

男 ;巴 女 克

5歳 6議 5最 6議

(n=21) (n=42) (n=26) (n=57) 

出生身長 (mm) 489.3:::t 26.4 492.9:::t 21.4 484.4:::t 20.2 490.6:::t 17.0 
身長 (cm) 112.5:::t 2.9 114.8土 4.0牢 111.6土 4.4 113.9::t 4.3* 
身長発育量a) (cm) 63.6::t 3.7 65.5士 4.3* 63.1土 4.5 64.9::t 4.5 

出生体重 (g) 3136.7土455.4 3184.2土412.7 3030.2:::t 388.4 3131.3:::t339.8 
体重 (kg) 19.7土 1.8 21.1::t 3.0* 19.9::t 3.1 20.1士 2.7 
f本重発育量b) (kg) 16.6:::t 1.7 17.9::1:: 2.9* 16.9::1:: 3.1 17.0土 2.6 

体格指数 15.6士 1.1 15.9::t 1.5 16.0::t 1.7 15.5::t 1.4 

体指訪率(%) 19.6::t 3.5 19.7 ::t 4.3 16.4土 3.9 15.1::1:: 3.4 

体詣訪量 (kg) 3.9土 0.7 4.2::t 1.5 3.4::t 1.3 3.1 ::t 1.2 

設詣拐量 (kg) 15.9土 1.7 16.8土 1.8* 16.6::1:: 2.0 17.0::t 1.7 

足サイズ (cm) 17.8::t 0.9 18.2::t 0.7 17.6::1:: 1.0 17.9::t 1.0 

Stiffness指標 70.1::1:: 5.1 68.9::1:: 4.8 71.6::1:: 5.9 72.9土 7.4 

ラ<0.05 a)身長 出生身長以体重一出生体重

女児は， 5議児の身長が6歳児に比べて小さかった (pく0.05)。男児は，同学年であっても

5議児は 6議児より体全体がまだ小さい鰻向がみられた。

男児の体重と除脂肪量は， 6歳児が5歳児より有意に高い植を示したのに対し，体脂肪量辻

幾分6義克が多いものの， 5歳児との関に有意差が認められなかったので，この時期の体重増

加は，体詣訪よりも除指拐体重の増加，つまり，内臓諸器官や骨格，務i均等の増大によるもの

と推察できる。女児では，体脂肪率が5義児より 6最児の方が低い傾向にある。これは，活

動エネルギーと諸器官・諸機詑の発育・発達に伴うエネルギー使用量の増大によるもの11)と

思われる。 81直は男女とも年齢による有意差が誌められなかった。

3.対象児の出生体重別体金状況

表4に対象児の出生体重別に体位状況を示した。出生体重が 2500g未満の出生児は低出生

体重児と言われている。今回の謂査では男女あわせて 9人であり，その割合は全菌平均並12)

の 6.2%であったO

男女とも，出生体重が小さい子は，大きい子に比べて出生身長も有意に小さいことが認めら

れた (pく0.05)。しかしながら，出生体重別に体位を比較すると，男児では， 2500 g未満の

グループは，全体位の鐘が 2500g以上のグループに比べてわずかに小さいだけで，有意差は

認められず，順調な成長をとげていることが推察できる。女鬼にも同じような頭出が見られ

た。一般に子供は出生時に低体重でも， Jij買謂に発育し，幼児期後半には平均体重に達すると

言われているが，体重だけでなく，体位全般にわたって良好に発育成長していることが認めら

れた。

S値は男女とも，出生体重別の平均値に有意な差が認められず，出生体重のちがいによる影

響は見受けられなかった。
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表 4 対象児の出生体重別体f立状況

出 生 体 重 (g)

男 見 女 ;己

2000以上2500未溝 2500以上 2000未満 2000以上2500未溝 2500以上
(n=4) (n=59) (n=1) (n=4) (n=78) 

出生身長 (mm) 453.8::f::: 39.2 494.3::f::: 19.5料 430.0 451.5::f::: 18.4 491.4土 14.7**
身長 (cm) 113.2::f::: 3.9 114.1::f::: 3.9 115.2 109.0::f::: 6.3 113.4::f::: 4.3 
身長発育量 (cm) 67.8::f::: 2.9 64.7::f::: 4.2 72.2 63.9::f::: 6.4 64.2土 4.4 
出生体重 (g) 2268.0土186.0 3229.4::f::: 361.9** 1812.0 2347.5::f::: 165.0 3154.7土283.3**
体重 (kg) 19.6::f::: 3.8 20.7::f::: 2.7 19.0 17.9::f::: 2.7 20.2::f::: 2.8 
体重発育量 (kg) 17.3::f::: 3.6 17.5::f::: 2.6 17.2 15.5::f::: 2.8 17.1土 2.8 
体格指数 15.2::f::: 1.8 15.9::f::: 1.4 14.3 15.0::f::: 1.6 15.7土 1.5 
棒脂肪率(%) 19.7::f::: 5.2 19.7土 4.0 12.5 14.6土 3.7 15.6::f::: 3.6 
体脂肪量 (kg) 4.0土 1.8 4.1::f::: 1.3 2.4 2.7士 1.0 3.2::f::: 1.2 
際脂肪量生g) 15.7::f::: 2.2 16.6::f::: 1.8 16.6 15.2::f::: 1.8 17.0::f::: 1.7 
足サイズ (cm) 17.7::f::: 0.6 1&.1::f::: 0.8 17.7 17.1::f::: 1.4 17.8土 1.0 
8tif旨less指標 71.5::f::: 6.8 69.2::f::: 4.8 59.8 72.6::f::: 8.8 72.6::f::: 6.8 

**p<0.01 
有意差検定は男鬼・女児別に 2500g未講のグループと 2500g以上のグループとの罰で行なった。

今国の調査では，出生体重 1500g未溝の極小未熟児はいないものの，出生体重 1812gの

女児が 1入みられた。この女児は，在飴 36遁の未熟克である。体位は，他のグループ並みに

成長しているが， s ~童は，対象児の中で最も低い数憶であった。未熟児は，正常新生克に比べ
て体再のカルシウム含有量が低い上に，カルシウム代謝を促すホルモンの分泌が不十分であ

り，リンやピタミン Dの代謝が正常に行われないことから，カルシウムの代謝障害がみられ

ることが，問題になっている1針。従って，この女児の骨密度については，今後の経過をみる

よう記嘉したいと考えている。

4.母親と対象児の S値の関連

菌2に母親と対象児の S値の関連を示した。母親の S~直が高くても 対象児の S値はさほ

ど高い値を示しておらず，梧関がみられなかった。

表5に，母親の体格指数のグループ艇に体搭指数と S値を示した。母親の体格は，体格指

数 20未満誌やせ型， 20以上は普通型である。やせ型の体諮指数をさらに 18未溝と， 18以上

20未満のグループにわけた。

母親の体啓指数のグループ別に平均笹をみると 母親の体格指数は 各グループの植の関に

1九の有意な差が認められた。また，体格指数が小さいやせ型の母親誌ど S殖が低い頚向に

あった (pく0.05)。

対象児の体格指数と S値は，男女とも 母親の体格指数がやせ型のグループがふつう型の

グループに比べて幾分低い値であったが統計上の有意差は認められなかった。

骨密度を左右する菌子として遺伝が大きな割合を占め その中では体搭 特にやせが深い関

連を持つと言われているが14}16，幼見期は， 10歳頃から骨密度の最大急増顛を通える前の段
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表 5 母親の体格指数民体搭指数と Stiffness指標との関連

体 経 数

• 

親 男 克 女

18以上 20 以上 18未溝 18以上 20以上 18未瀧

20未満 (n=84) (n=4) 20未謁 (n二 45) (n=9) 

(n=49l (n=14) 

19.1土0.522.3::!:: 2.4料 15.5::1::0.8 15.5::1::1.3 15.9::1::1.4 15.5::1:: 1.1 

85.9::1:: 11.8 86.1土11.2* 68.3::1::4.5 68.7i-:8.5 69.6::1::5.6 71.8::1::4.7 

• 

120 

18 J.:J，上
20未溝

(n=35l 

15.4::1::1.2 

71.7::1::5.9 

130 

M:i:::SD 

児

20以上
(n=39J 

15.9::1::1.8 

73.3::1::5.6 

階であるため，親の体位との間に明確な相関関誌が得られるような，骨密度の成長に至ってい

ないものと患われる c

5.対象児の 81直と体位との関連

対象克の S僅と体位の椙関係数を検討したところ，身重， f本重など，どの体位との間にも

統計上の有意差が認められなかった。そこで S植を平均檀士18Dをカッティングポイントと

して， 3つのグループにわけ，平均龍一18D未溝を抵億群，平均値 18D以上・平均値+1

8D未満を標準群，平均値+18D以上を高誼群として，各グループ別に体位や食品表取頻度

得点状況を検討し，表 8にその結果を示したc 各グループの S告の間には 1%の有意差が認
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表 6 Stiffness指標のグループ別体金と 14食品群・カルシウム食品群の摂取頻度得点状況

M土SD

Stiffness指標a)

低値群 標準笹群
(n=27) (n=93) 

Stiffness指標 63.1::!:::1.5 70.6::!:::3.4 

身長 (cm) 115.4::!:::3.8 113.1::!:::4.3 

身長発育量 (cm) 66.7土4.4 63.9士4.5

体重 (kg) 21.3::!:::3.0 20.2土2.7

体重発育量(孟g) 18.2士2.9 17.0土2.7

体接指数 15.9::!::: 1.7 15.7士1.4

体詣拐率(%) 18.3土4.7 17.5土4.2

体詣訪量 (kg) 4.0土1.7 3.6土1.3

除詣拐量 (kg) 17.3::!::: 1.6 16.6土1.8

足サイズ (cm) 18.1::!:::0.7 17.9土0.9

14食品群票取頻度得点 26.6+6.2 26.0土5.5

Ca食品群摂取頻度得点 9.2土2.6 8.9::!:::2.4 

*: p<0.05 
料:p<0.01 

a)fま檀群:平均値-1SD未満

標準値群:平均龍一1SD以上平均値+1SD未満

高値群:平均値+1SD以上

高イ産群
(n=26) 

81.3土2.7料

113.3::!:::3.8* 

64.8::!:::3.5* 

19.9土2.4

16.8::!:::2.4 

15.4土1.5

15.6::!:::3.9 

3.2::!:::1.1 

16.7::!::: 1.6 

17.9::!:::0.9 

27.5土6.3

9.3::!:::2.7 

められた。また身長および身長発育量は S値の低いグループが，そのf患のグループに比べて

高い笹であった (pく0.05) が， f也の項目では大きな差異が認められなかったo 8債は，体重

や体格，除詣肪量と関連が深いといわれる 16-1ぶものの，前述したように，幼児期は骨密度の

最大急増期前であ乃，身長が伸び、て骨は成長しでも，骨の内部の充実が未熟なため，身長以外

の体位との関iこ，持徴的な関連が見られるまでに至っていないと考えられる。

81直と 14食品群摂取頻度得点、およびカルシウム食品群摂取頻度得点との聞に辻，統計的に

存意な差はみられなかったが， 8笹の高笹群は 他の群に比べて 14食品群摂取頻度得点が

幾分高い傾向にあったc

6.対象史の S値と食生活・生活習'慣との関連

表 7に，食品の摂取頻度別 S値を示した。海草の摂取頻度と S値の聞に有意差がみられ，

i毎草を f毎 5 食べる j グループの S 値は f遅 3~4 回j または f遁 2~3 呂以下J のグループ

に比べて高い笹であった (pく0.05)む魚介類，大豆・大豆製品の摂家頻度と， 8鑑の関には，

有意差は認められなかったが， I毎日食べる」グループの S植が， I毎日金べない」グループ

の S笹より幾分高い額向を示した。これらの結果は男児より女児に強くみられる傾向を反映

していた。

牛乳・乳製品は f毎日食べるJグループが 101人 (69%) と多いにもかかわらず¥摂取頻

度が S値に反映されていない操子がうかがわれた。

摂取頻度からみると，牛乳・乳製品，緑黄色野菜，その他の野菜，果実以外の食品群は，毎

百摂設される割合が 50%以下である。それらは，タンパク質系の食品であり，カルシウムの
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表 7 食品の票取頻度lJUStiffness指標

rゴヱ、、 体
食品群 摂取頻震

n M SD 

'iとんど毎日 31 70.6 7.9 
肉 類 週 3~4 @1 66 71.5 6.0 

遅 2~3 回以下 49 70.9 5.6 

ほとんど毎日 10 72.3 7.3 
色 介 類 選 3~4 毘 57 70.7 6.4 

遅 2~3 昌弘下 79 71.3 6.2 

ほとんど毎E 51 70.9 6.4 

~ß 選 3~4 @1 47 70.8 6.5 
週 2~3 毘以下 48 71.6 6.2 

況とんど毎E 101 70.8 6.3 
牛乳・乳製品 遅 3~4 活 18 72.3 7.5 

遁 2~3 呂以下 27 71.4 5.4 

'iとんど毎日 23 72.4 8.3 
大豆・大豆製品 遁 3~4 呂 49 70.6 5.6 

週 2~3 題以下 74 71.0 6.1 

誌とんど毎E 15 70.8 7.0 
伝 週 3~4 回 25 70.9 5.9 

遁 2~3 田以下 106 71.2 6.3 

ほとんど毎日 26 73.6 7.4 
i註 草 選 3~4 酉 61 69.8 5.5* 

遅 2~3 昌以下 59 71.4 6.3 

ほとんど毎日 74 71.2 6.5 
議黄色野菜 選 3~4@1 40 70.4 6.5 

遅 2~3 題以下 32 71.7 5.6 

はとんど毎日 74 71.3 6.6 
その勉の野菜 逓 3~4 毘 43 71.0 6.6 

逓 2~3 毘以下 29 70.8 5.2 

ほとんど毎日 74 71.2 6.2 
果 実 遇 3~4 回 37 69.9 6.2 

遇 2~3 田弘下 35 72.1 6.7 

*: p<0.05 

給源食品であったO 特に魚介類を「毎日摂取するj割合は 14食品群の中で最も低い (7.0

%)。魚介類は，良賓のタンパク賀源であり，腸管でのカルシウムの吸技を促進するビタミン

Dの給源でもあるので，幼児の魚離れが気になる。このような食生活の貧拐さは，対象とし

た結稚園に給食がないことと関連しているように患われるが，給食のある保育園児以との食

生活のちがいや，鍵康との関連について，今後検討したい。

表8に食生活のカテゴリー別 S値を示した。いずれの項目も， s値との需に有意差は認め

られなかったが，乳児期の栄養方法の中で，人工栄養で育った対象児の S値は， f也の栄養法

に比べて高い傾向にあった。調整粉乳は母乳に比べて，カルシウム， 1)ン，ゼタミン Dの含

有量が多く， Ca/P比も母乳に近づけてある。このような乳児窮における栄養法のちがいや，

F
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質問項目

朝食の摂 取

朝食時の食欲

夕食時の食欲

食事で国ったこと

金

信 食

乳児期の栄養方法

a) : p<O.l 

生活習潰

外 遊

ア レ

就 寝 時

腫 E民 時

* : p<0.05 
a) : p<O.l 

び

ピ

関

間

表 8 食生活のカテゴリ一部 Stiffness指標

カテゴリー n M SD 

基B食べる 140 71.0 6.3 
欠食することがある 6 72.7 6.7 

よく食べる 14 70.3 4.1 
ふつう 84 71.1 6.5 
あまり食べない 47 71.4 6.6 

よく食べる 67 70.6 6.5 
ふつう 69 71.7 6.2 
あまり食べない 10 69.8 5.5 

ある 119 71.0 6.2 
ない 27 71.4 6.8 

ある 15 70.5 5.3 
ない 131 71.2 6.4 

ある 49 71.0 6.7 
ない 97 71.2 6.1 

母乳 47 70.9 5.9 
1昆合 77 70.3 6.PJ 

人工 21 73.9 6.9 

表 9 生活習壌のカテゴ1)ー別 Stiffness指標

カテゴ1)_ n M SD 

誌とんどない 24 69.1 4.8a) 

する 131 71.5 6.5 

1待問未溝 27 73.7 7.4牢

1~2 時間 76 70.1 6.2 
2時間以上 43 71.2 5.3 

21時以前 39 72.6 6.9 
21 時~22 時 81 70.2 6.3 
22時以議 26 71.7 5.2 

540分未溝 3 70.0 5.3 
550分以上 600分未溝 25 70.7 5.6 
600分以上 660分未満 98 71.1 6.5 
660分以上 18 71.9 7.1 

離乳期以後の食生活が S値に及ぼす影響については もっと詳縞な検討が必要であると考え

ている。

表9に，生活習慣のカテゴリ-5]U8値を示した。テレピを視る持聞が 1時間未溝のグルー

プは， f患のグループに比べると 8t直が有意に高く(予く0.05)，外遊び、をする人としない入の

関には統計上の有意差はみられないものの，外遊びをしない人の方が， 8値が小さいことが認

められた。幼児期の活発な生活活動が S債と相関することが示唆さ託た。
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就寝・睡眠時間と S値との開には 有意差がみられなかった。

要約

骨粗窓症予拐に効果的な保健対策のための基礎資料を縛ることを目的として，奈良市，生駒

市内の幼稚菌に在籍する年長児と，その母親各 146人を対象に骨密震と体位を灘定し，年

長見の健康状況，食生活，生活習積等を調査した。

1 )女児は， S 1直が男児に比べて高く (pく0.05)，体指拐量が，低い (pく0.05)額向がみら

れたc

2) 5歳児は， 6歳児に比べて，女児では身長が抵く (pく0.05)，男克では，身長，体重，徐

指拐量が小さい値であった (pく0.05)0 S 僅は男女とも年齢による大きな差はみられなかっ

た。

3 )低出生体重児のf本位， S 11童は正常新生兎の{直と近献しており，順調に成長している様子

が儒われた。 但し，在胎 36遇の未熟児(出生体重 1812gの女児〉の場合，体{立は正常新

生児並みに成長が見られたが S1i直は対象児の中で最も抵い債であった。

4 )母親の S債と，対象児の S値の拐には相関関係が認められなかった。母親の体格指数と

対象児の S値の需には，統計上の有意差はないものの，母親がやせ型の場合は普通型に比

べて，子供の Sf車が幾分低い状況であった。

5 )対象児の St直が抵値群では，標準群，高{直群に比べて，身長が高い (pく0.05) という結

果をえた。

6 )乳児期に，人工栄養法で育ったグループの S檀は，母乳・混合栄養で育ったグループに

比べて，幾分高い債であった。

7 )海草を毎百食べるグループは，毎日金べないグループに比べて S値が高く (pく0.05)，

魚介類や，大豆・大豆製品を毎自食べるグループにおいても，毎日食べないグループに比べ

て S値辻やや高い額向がみられたc

8)テレビの視聴時需が， 1時間未満のグループは，長時間のグループに比べて S植が高く

(pく0.05)，外遊びをするグループは，しないグループより S値が少し高いことから，幼兎

期の生活活動が， S 1i童と関連することが示唆された。
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